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議　題 概　要 結　果

議
決
事
項

綱紀委員会及び綱紀手続に関する規則一部改正の件 共同法人制度創設に伴う規則改正時の附則の記載漏れを補正するための改正 異議なく可決承認
一般会費免除申請の件（1件目） 疾病を理由とする免除申請 会費支払免除を認める旨、異議なく可決承認
一般会費免除申請の件（2件目） 疾病を理由とする免除申請 会費支払免除を認める旨、異議なく可決承認

第二東京弁護士会子どもSNS相談規則一部改正の件 相談担当者名簿の登載要件について、特定の委員会への所属要件を廃止し、委員会の指定する研修の受講
要件を追加する改正 異議なく可決承認

よりそい弁護士規則一部改正の件 条文ずれを補正するための改正 異議なく可決承認

令和4年4月20日に司法修習生の修習を終えた弁護士会員の各種名簿登録における経過期間の特例に関する規則制定の件 74期会員の、新型コロナウイルス感染症の影響による修習終了の遅れに伴う、法律相談担当者名簿登録要
件に関する不利益の解消を図るための規則制定 異議なく可決承認

各種法律相談、弁護士紹介等担当者名簿に関する規則一部改正の件 左記規則の対象に「高齢者・障がい者の消費者被害についての電話・出張相談」を追加する改正 異議なく可決承認
日本弁護士連合会代議員補欠選任の件 会則第98条第2項に基づく日本弁護士連合会代議員補欠選任 異議なく可決承認

各種法律相談、弁護士紹介等担当者名簿に関する規則に基づく名簿登録停止に対する不服申立の件 各種法律相談、弁護士紹介等担当者名簿に関する規則第8条に基づく不服申立と、調査小委員会の調査員
及び予備調査員の選任 異議なく可決承認

国選弁護人候補者の推薦及び当番弁護士の指名及び派遣の停止の件 弁護人としての業務執行において著しく不適切な行為があったことによる国選弁護人候補者名簿及び当番
弁護士名簿の推薦を4月停止 全会一致で可決承認

国選弁護人候補者の推薦及び国選付添人候補者の推薦並びに当番弁護士の指名及び派遣の停止の件 弁護人としての業務執行において著しく不適切な行為があったことによる国選弁護人候補者の推薦及び国
選付添人候補者の推薦並びに当番弁護士の指名及び派遣を6月停止 賛成多数で可決承認

国選弁護人候補者の推薦の停止の件 国選弁護の事務の運営を妨げたことによる国選弁護人候補者名簿の推薦を3月停止 全会一致で可決承認
一般会費免除申請の件（3件目） 疾病等に準ずる事由を理由とする免除申請 会費支払免除を認めない旨、異議なく可決承認

綱紀委員会委員補欠選任の件 総会での選任時に当該委員が任期満了までに欠けた場合の補欠選任を常議員会に一任されたことに伴う、
後任委員2名の選任 異議なく可決承認

罪に問われた障がい者等の刑事弁護の支援に関する規則制定の件 日弁連が検討中の「罪に問われた障がい者等の刑事弁護に対する財政的な支援制度」が実施された場合の、
当会既存の支援制度との調整を行うための規則制定及び一部改正 全会一致で可決承認

刑事弁護等援助金規則一部改正の件 同上 異議なく可決承認

国選弁護、当番弁護士及び弁護人紹介に関する規則一部改正の件 国選弁護人候補者名簿及び当番弁護士名簿の登載要件に、日本司法支援センターと国選弁護人契約を締
結すること、及び指定された研修を履修することを追加する規則改正 賛成多数で可決承認

国選付添に関する規則一部改正の件 国選付添人候補者名簿の登載要件に、指定された研修を履修することを追加する規則改正 賛成多数で可決承認
入会審査及び指定法付記請求 入会審査22件、指定法付記請求0件 異議なく可決承認

諮
問
事
項

資格承認及び指定法 資格承認申請5件、指定法申請1件 異議なく承認を是とする旨の答申
日弁連意見照会「法制審議会担保法制部会『担保法制の見直しに関する中間試案』に対する意見書案について」の件 日弁連からの左記意見照会への対応 回答案を是とする旨を異議なく答申

日弁連臨時総会における当会議決権行使の件 2023年3月3日に開催される日弁連臨時総会における当会議決権行使の件 第1号、第2号及び第4号議案に賛成票を投じることを賛成
多数で、第3号議案に賛成票を投じることを全会一致で答申

業務支援室嘱託（非弁護士取締委員会担当）選任の件 業務支援室嘱託（非弁護士取締委員会担当）の再任 選任を是とする旨を異議なく答申
会立件懲戒調査請求の件 年次報告書の提出義務違反を理由とする会立件懲戒調査請求 会立件を是とする旨を異議なく答申
第二東京弁護士会・業務システムリプレース着手に関する諮問の件 第二東京弁護士会の業務システムリプレース着手の是非に関する諮問 継続審議

報
告
事
項

ヘイトクライムの根絶のために実効的な対策をとることを求める会長声明の件 2023年1月13日に会長声明を発した旨の報告
高齢者・障がい者の消費者被害についての電話・出張相談に関する協定書締結の件 左記協定書の締結報告
日弁連意見照会「弁護士情報セキュリティ規程」第3条第2項に関するサンプル案の件 左記サンプル案の内容報告
法律相談センターあっせん弁護士の報酬に関する細則一部改正の件 左記細則の改正報告
第二東京弁護士会司法修習費用問題対策本部設置要綱一部改正の件 左記要綱の改正報告
台風15号災害に係る静岡県弁護士会への支援の件 左記支援の報告
感染症まん延時対応BCP別表の改定の件 左記の改定報告
よりそい弁護士制度実施細則一部改正の件 左記細則の改正報告
高齢者・障がい者の消費者被害についての電話・出張相談実施細則制定の件 左記細則の制定報告
法律相談センター運営細則一部改正の件 左記細則の改正報告
合同図書館嘱託選任（再任）の件 左記の選任報告
国選付添に関する事務細則一部改正の件 左記細則の改正報告
国選弁護に関する事務細則一部改正の件 左記細則の改正報告
当番弁護士制度運営細則一部改正の件 左記細則の改正報告

「反撃能力」の保有に反対する会長声明の件 2023年2月9日に会長声明を発した旨の報告
弁護士推薦委員会報告の件 推薦結果の報告
2022年度幹事選任の件 決定した幹事人選の報告

会員異動の件（登録取消及び登録換え含む。1/31現在） 1月31日現在　6,829名（正会員6,445名、外国特別会員200名、法人会員178名、外国法人特別会員6名）
登録取消8件、登録換え退会10件

今年度の常議員会も2月を入れてあと3回とな
り、菅沼会長からは冒頭挨拶で次年度役員が事実

常議員会
〈報告者〉  亀井 真紀（54期）

令和5年2月10日 常議員40人中25人出席

報告
上決まり、年度末に向けてやらなければならない
ことが多く、2月も3月も議題が盛りだくさんで
あることが示された。実際、この日の議決事項は
19件、諮問事項は6件、報告事項が18件もあった。
ひとつひとつが重要な議案であり、夕方まで熱の
ある審議が行われた。
目を引いたことのひとつが、刑事弁護委員会か
らの国選弁護人推薦者の推薦停止等の件が複数
あったことである。同委員会は国選弁護人の質の
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維持向上のために、地道な努力を続けているとこ
ろ、今般もひとつひとつの審査に多大な労力をか
けた上での最後の手段としての処分の発議である
と感じた。また、継続となっていた国選弁護、当
番弁護士及び弁護人紹介に関する規則の一部改正
の審議も行われた。岡村副会長から当番弁護士名
簿登載にあたって、法テラスとの契約を義務付け
る必要性、合理性について統計などに基づく丁寧
な説明がなされ、賛成多数で可決承認された。

会内運営に関しては、業務システムリプレース
着手に関する諮問の議案があり、中村隆夫副会長
からこれまでの検討状況、見込まれる予算などの
説明が詳細になされた。いつかはやらざるを得な
い大きなミッションといわれていたものであり、
具体的に着手した今年度執行部に敬意を表した
い。翌月に継続審議となっており、方向性につい
て最終判断をすることになっている。�

常議員会報告


